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2026 年 9 月 9 日 

各 位 

会 社 名 富士フイルムホールディングス株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長・CEO 後藤 禎一 

 （コード番号：4901 東証プライム） 

問 合 せ 先 コーポレートコミュニケーション部長 

 吉澤 ちさと (TEL：03－6271－1111) 

 

グラフィックコミュニケーション事業における一部事業の譲渡に関するお知らせ 

 

当社の完全子会社である富士フイルム株式会社（以下、富士フイルム）は、グラフィックコミュニケ

ーション事業のさらなる体制強化に向けて、富士フイルムの連結子会社 FUJIFILM (China) Investment 

Co., Ltd が保有する、オフセット印刷で用いる刷版材料の製造・販売を行うFUJIFILM Printing 

Plate(China) Co., Ltd.の全株式に加え、日本、北米などを除く地域※1における刷版販売機能を、中国

に拠点を置く刷版材料の大手メーカーであるHuangshan Jinruitai Technology Co., Ltd.（以下JRT社）

およびその関連会社へ譲渡することをお知らせします。  
※1: 日本・米国・カナダ・メキシコを除く地域 

 

記 

 

1. 譲渡の目的 

当社は、2024 年 4 月に発表した中期経営計画（以下、中計）「VISION2030」において、グラフィックコ

ミュニケーション事業を事業ポートフォリオにおける「価値再構築事業」として位置付け、中計期間を通

して同事業の収益性を向上させることで、「基盤事業」へのシフトを目指しています。またグラフィック

コミュニケーション事業が含まれるビジネスイノベーションセグメントについては、パーシャル・スピン

オフを含む戦略的選択肢の検討を進める中、将来の持続的成長を支える競争力の強化に取り組んでおり

ます。 

当社は本取り組みの一環として、今般の事業の譲渡を決定し、JRT 社との契約を締結しました。これに

より、刷版材料のグローバルでの生産ライン統廃合が一層進み、生産拠点は日本国内のみとなります。ま

た、販売については、事業機会の観点等から総合的に勘案して、日本および北米市場向けは引き続き当社

が事業を継続します。 

 

2. 譲渡の概要 

（１）譲渡の内容  FUJIFILM (China) Investment Co., Ltd が保有する、刷版材料の製造・

販売を行う中国事業子会社 FUJIFILM Printing Plate (China) Co., 

Ltd.の全株式 

 日本・北米などを除く地域における、刷版材料の販売機能の譲渡、およ

び製品ブランド・特許等の使用権の許諾 

（２）譲渡事業の経営成績 譲渡事業の直前事業年度における売上高は、当社連結売上高の 1%未満で

す。また、譲渡事業の直前事業年度における営業利益は、当社連結営業利

益と比して軽微です。 

（３）譲渡価額 契約上の守秘義務により非開示といたします。 
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3. 契約先の概要 

（１）名称 Huangshan Jinruitai Technology Co., Ltd. 

（２）所在地 中国安徽省黄山市黄山区黄山工業園区 

（３）代表者の役職・氏名 CEO 法定代理人 Weng Hongyang 

（４）事業内容 
デジタル印刷ソフトウェア、レーザー製版材料、印刷版、印刷機器及び消

耗品、感光材料の研究開発・製造 

（５）設立年月日 2006 年 8 月 21 日 

 

4. 日程 

（１）契約締結日 2026 年 8 月 28 日 

（２）譲渡期日 

FUJIFILM Printing Plate (China) Co., Ltd.の全株式譲渡は 2026 年

内、日本・北米などを除く地域における、刷版材料の販売機能の譲渡は

2027 年前半での完了を予定しています。 

 

5. 業績へ与える影響 

本件が業績に与える影響額については現在精査中ですが、現時点では 2027 年 3 月期の連結業績に

与える影響は軽微であると見込んでおります。 

 

 

 
以 上 


